




























































も流れている。これを寝殿造の庭と言うわけにはいかないだろう。語られた景観は、庭というよりも財力で再現した領地の説明とした方が理にかなっている。そして、吹上の宮での園遊の様子が語られたとしても、比重があるのは音楽や和歌であり、庭のことは当座的であ た。吹上の宮の豊かさ 一環として庭のような語りがあっ 物語全体に及ぶことなく、 「吹上」巻内のことに留まっている。　
































し、この光景はここだけに留まり、管絃 遊び 移行し る。この引用の後に三の宮が庭を眺めて、あ 宮への歌を詠むことになるが、歌材は右になかっ 菊の花になっている 東北の町 秋色 美が語られても、ここだけで収束してしまっている。庭の様子 語られた意義は認めるとしても、物語展開に絡むとまで 言えない である。　
正頼は「祭の使」巻（四六三頁以下）になって釣殿を新造し、そこでの納涼が語られている。釣殿なので庭の描写が行






















































音」を「弾き添へ」ることで、その音色は思うように響き、どのような折節にも合うものだとしていよう。 「千種」には自然にかかわる「もろもろの 」に重点を置きつつ、人間的・社会的事象について 言 のもしれない。しか 、それもおのずからそうなる自然と同義としておきたい。　
秘琴伝授には、自然と心を一体化し、そこに琴の音色を添えて合わせることが必要だと言うことになる。これが可能と



















検分で確認されたのは庭の様子であった。この世に存在するあらゆる花や紅葉や実のなる木が植栽されていて、中には俊蔭が唐土から持って来た種から生えたものも山中にあった。いろいろな苔の生えた風情ある岩も置かれてい 、それらはそのまま再利用が可能で、新たに組み直す必要 なかったという。右では前栽・植木・築山・立石などが検分されているだけだが、当然南池もあ たことであろう。それらには俊蔭の心が込められていたことになる。俊蔭の思いを引き継ぐこと、これは「蔵開・上」巻以来の課題 もあった。だから、これらは修造される三条京極邸の庭にそのまま活かさ ることになろう。秘琴伝授の場として三条京極邸が浮上した時、おのずと俊蔭と共に庭も前景化されたのである。　
この地は、俊蔭の祖父（曾祖父ではないかとする説もある）が皇女の婿だったので、かつては「名高き宮」で「今の世





















陰の高きを そよりは南なる岸繁ければ、透きて つかに見ゆべし 西、東のそばよりは見えたらむは 柳の木どもの中より、小高く面白からむこと限りなからむ」なと、人々興じ申す。　
楼の高欄など、あらはなる内造りなどは か 開けたまひし御蔵に置かれたりける蘇枋、紫檀をもちて造らせたま
















屋の完成が「ことにうるはしくよかりけり」と確認されたのであろう。また、 「四面に垣巡り、白き壁塗らすべかんめり」とある は、築地が完成済みだとするとやや整合しないが、こ 「四面に垣」はやはり築地で、それを高級な白壁に塗り直すことになろうか。　
念誦堂に関しては、 「俊蔭」 「蔵開・上」両巻に言及はなく、先の引用部では墓のあった所に新たに建てたようになって
いる。しかし、三条京極邸移徙後に仲忠が父兼雅に「念誦堂の柱のみ所々立て渡し」 （ 「楼の上・上」巻・五〇一頁）てあったと語っているので、俊蔭以来の、墓のあった所の建物 なろうか。念誦堂の位置は「西の対の南の端」とされるので、西中門廊の南端となろう。これと対になる が「東の対の南の端」の東釣殿になり、東中門廊 続いているこ な 。念誦堂が俊蔭以来とすれば 東釣殿も当時あったと思われる。　
二つの楼以外の建物としては、完成後からすると、楼に上がるための呉橋（呉階） そ 前に橋殿 楼から念誦堂と東釣
殿とにそれぞれ繋ぐ二つの反橋が作られており、これらは新たな造作になる。この他には、渡殿・舟屋・泉殿などが建造されている。渡殿はかつてあった して間違いなく 舟屋も嵯峨院 往時よりも高く作られて ると発言しているので（ 「楼の上・下」巻・五七八頁） 、これも同じである。泉殿はここだけの用例になり、由縁は不明である。　
こうして見ると、庭を含めた寝殿造の様式をそっくり供えて、さらに二つの楼で三条京極邸は荘厳化されることになる。







の意なので、まず高さだが、当時の人々に意識された高いものは、 「高き物面白くは、朱雀門・幡幢などを、いかに絶えず見る人侍らまし」 （ 「楼の上・上」巻・四七三頁）とあるので、目安は棟高
（0メートルほどの朱雀門くらいになる。しかし、






り。その上に釣殿建てられたり。そ 水のさま洲浜のやうにて、御前の南には中島あり」とあるのは、庭整備 一環になるが、池と中島の形状はもとも なのか、修造したのか、分からない。しかし、釣殿が昔もあった すれ 「広き池流れ入りたり」は、もともとこうあった いうことになろう。しかし、岸辺は洲浜と て整えた で ろう。洲浜は荒廃すると土に埋もれるのが常であった。また、中島は二つの楼の めに 大きく造成されたと思われ 。大規模な庭整備が ったこ になる。それ 庭が三条京極邸 必須 要件であっ から 他ならない。　
右の引用部では、庭の景観に関しても示唆されている。 「南の山の花の木ど 」と、匠や庭師であろう人々が噂した「御
前の木陰の高きを、そよりは南なる岸繁け ば 透きてはつかに見ゆべし。西 東のそばよりは見えたらむ 、柳 木どもの中より、小 く面白からむこと限りなからむ」などの部分である。このうち「御前 木陰」は底本「こせんのこけ」の校訂になるが 「御前の池」 「御殿 丈」などとする説もある。ここは、新全集の解に従っておき い。また「 高く」は
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寝殿造の庭は、舟遊びのほかは、基本的に寝殿や対の屋、あるいは釣殿などから見るものであった。池泉回遊はまだ先の時代になる。しかし、三条京極邸に参集した人々は、 「巡る巡る人々見たまひて」ともあるように庭を歩き回り、 「夜に入るまで立ちくらし」している。この世 こんな美しいものはないと見 からである。主に楼の威容を指すのであろうが庭全体の景観 対する讃嘆と言えよう。庭の様子はプランの段階よりもさらに明確に っているので、実際の景観を見ていきたい。　「南の庭の、遥かなる水の洲浜のあなた、山際に立てる二つの楼…」とあるのは、建物から降りた人々の庭に向けられた視線となろう。南の庭の、長々と続く池の洲浜の向こう、中島の築山のそばに立っている二つ楼というように捉えられている。そして、楼がこまかく観察されているが、こ は割愛したい。なお、登楼はまだされていない 思われる。それは伝授披露の時に されている（後述） 。　視線はさらに楼から外れて、その東西にも及んでいる。西側は、 「念誦堂に継ぐほどは、十五間なり。池の尻、遣水の上
なるに反橋を、左、右 は 高欄にして瓦葺きしたり」 されるが、分かりにくい。ここは「楼から念誦堂に繋ぐ距離は十五間である。池の端や遣水の上には、反橋を架け、左右は高欄にして屋根を瓦葺きにしている」ということであろうが、
二二
「池の尻」が分かりにくく、また、中島から池をどう越えているのかも不明である。この長い反橋は、住吉大社の太鼓橋のような半円形ではなく、弓のように十五間分がゆるやかに反って架けられているのであろう。それに高欄と瓦屋根が付けられている。イメージとしては、現代のもので瓦葺きではないが、愛媛県内子町石畳地区の弓削神社 ある屋根付き橋（太鼓橋とも）のような 状なのであろう。反橋を渡ることで中島の楼は伝授にふさわし 聖別化された空間になっている。　
楼の東側も東釣殿まで同じく十五間あり、 「楼のそばにも、かかる反橋をしたり」とされている。ここは、 「楼のそば」
とあるだけなので、遣水をまたいでいないことになろうか。そうすると、東西の反橋の架け方が違ってきて、二つの楼を中心 した景観は左右対称では くなる。そもそも念誦堂に対するのが東釣殿になるので、対称性を強調しないほうがいいであろう。なお、寝殿造の遣水 、南庭東側を流すが、ここでは西側になっている。これ以降に遣水が五例出 くるが、東西の別は分から い。　
人々の視線は、さらに水と立石に転じている。 「水は長々と 下より流れ舞ひて、楼を巡りたり。立石どもはさまざまに
て、反橋のこなたかなたにあり」 されている。ここも「水は長々と、下より流れ舞ひて」がよく分からない。 「二つの反橋の下を通って舞うように流れて」とする解が目立つが、 長々と」の解釈 問題を残し いる。ここは、 「水は遣水を長々と流れて、西側の反橋の下を流れ舞うようにし 南池に入り 楼 ある中島を巡ってい 」となろうか いずれにしても、流れる水と、盤石な立石の多様な風情とが注目さ のであり、水と石 日本庭園 構成する二大要素であ た。　
こうして庭の景観が把握されると、人々は「かうざまの所には、春は花、秋は紅葉盛りなどには、かの惜しませたまふ





れていた。池の南方の「南の山」 （五一四頁）や「未申の山」 （五二五頁）があり、さらに「四方の山林」 （五九五頁）ともあるので、四方に築山されていたことになる。そして、これら から吹く、 「山おろしの風」 （五二五頁） 、 「山高き木どもの風」 （五 七頁）も語られている。また、 「楼の南なる山井」 （五四九頁）があり、その水で俊蔭女と犬宮が洗髪している。さらに、 「山の高きより落つる滝」 （五二 ・六一六頁）とあるが、三条末の京極ではポンプでもない限り築 の滝はあり得ない。北山でも幻想したのであろう。　
以上、人々の視線で捉えられた庭の具体的な景観を確認した。かなり詳細に庭が見られていたことが知られよう。こう




移徙の儀も終わり、 「楼の ・下」巻になると、楼に籠って仲忠 俊蔭女は犬宮に秘琴伝授を行っていく。伝授は、季節































































































































京極邸に関しては、秘琴伝授の過程で俊蔭女が度々 「俊蔭」巻の時代を懐旧する様子が語られている。さらに、嵯峨院や七十歳の宮内卿など 木高くなった桜や松の様子を歌に詠んで、俊蔭生存時を回想している（六一七頁） 。これらの点は庭だけにとどまらず「楼の上」巻の主題性や、物語全体の結構とかかわっているようであ 。こうした問題を課題としてひとまず三条 極邸において庭が主題的になった次第を確認して終わりにしたい。
注（
（）　
拙稿「文学から見た平安時代庭園─『源氏物語』 「胡蝶」巻から─」 （ 『古代庭園研究Ⅱ』奈良文化財研究所、二〇一一・三）
（
（）　
拙稿「 『狭衣物語』の浄土寺院と浄土庭園─道長の法成寺と頼通の平等院の影─」 （ 『国語と国文学』二〇一一・三）
（
（）　
伊藤禎子 秘曲の醸成」 （ 『 『うつほ物語』と転倒される快楽』森話社、二〇一一・五）など。
（
（）　
坂本信道「 楼の上」巻名試論─『宇津保物語』の音楽─」 （ 『国語国文』一九九 ・六）
（
（）　
野口元大「霊異と栄誉─「楼の上」の主題─」 （ 『王朝仮名文学論攷』風間書房 〇二 八
（
（）　
岩原真代「 『うつほ物語』 「楼の上」巻・京極邸の 造詣─子の日の松といぬ宮造型から 山形県立米沢女子短期大学紀要』（（、二〇一〇・一二）など。
